
【図解でわかる 文の作成力の鍛え方】 

 

「文の作成力の鍛え方」について次頁に図解で説明しました。「文の作成力を鍛える」とは，

「内容が明確に伝わる文」が常に書けるようにすることです。 

筆記試験は，必須科目も選択科目も小問で出題されます注 1）。この小問の解答は一つひとつの

文で構成されています。すなわち，解答とは文の集合体です。したがって，解答の中の一つひ

とつの文を内容が明確に伝わるように書くことで「内容が明確に伝わる解答」を書くことがで

きます注 2）。 

また，短い文を書くことも重要です。必須科目も選択科目も解答するうえでの文字数制限が

あります。そのため，ダラダラした長い文を書くと無駄なマス目を使い書くことが減ってきま

す。短い文を書くことで解答として書くことが増えます。 

注 1）：「技術士試験対策・ダウンロードコーナー」の中の「日常業務の中で“文の作成力”を

鍛える」の資料を参照のこと 

注 2）：「内容が明確に伝わる解答」を書くためには，「内容が明確に伝わる文で書く」ととも

に「1 分で理解できる解答の書き方で書く」必要があります。 
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ルール 書き方と内容 

ルール６ 明確に伝わる文を書く 

書き方 13 具体的な文を書く 

書き方 14 意味が明確な文を書く 

書き方 15 能動態の文を書く 

書き方 16 短い文を書く 

書き方 17 肯定文を書く 

書き方 18 文法を守って文を書く 

解答とは文の集合体 

文 

文 

文 

解答 

解答を書くうえで重要な書き方 

短い文を書くことで 

書ける内容が増える 

内容が明確に伝わる文で書く 

１分で理解できる解答の 

書き方で書く 

内容が明確に伝わる解答 

日常業務の中で「内容が明確

に伝わる文」を書く 

出典：マンガでわかる技術文書の書き方 

受験勉強の中で「内容が明確

に伝わる文」を書く 

「内容が明確に伝わる

文を書く」という意識

を常に持って文を書く 

「短い文を書く」という 

意識を常に持って文を書く 

文字数制限がある 

文の作成力の鍛え方 
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